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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザーの現在地に対応する位置座標データを取得し若しくは受信するための現在地取
得等手段と、
　前記の取得もしくは受信されたユーザーの現在地に対応する位置座標データと、「予め
所定の記録手段に記録されている複数の映像対象位置座標データであって、『複数の場所
もしくは地点の実況映像をそれぞれ取得するための各実況映像取得手段』がそれぞれ実況
映像を取得する対象としている各場所もしくは地点又は前記各実況映像取得手段がそれぞ
れ配置されている各場所もしくは地点に対応する複数の映像対象位置座標データ」とを、
互いに比較もしくは照合するための座標データ比較等手段と、
　前記比較もしくは照合の結果に基づいて、「前記記録手段に記録されている複数の映像
対象位置座標データ又はこれらにそれぞれ対応する実況映像識別データ」の中から、「ユ
ーザーの現在地の近傍に存在する一つ又は複数の場所もしくは地点を示す映像対象位置座
標データ又はこれに対応する実況映像識別データ」を抽出もしくは特定するための抽出等
手段と、
　「前記抽出もしくは特定された『一つ又は複数の場所もしくは地点の映像対象位置座標
データ又はこれに対応する実況映像識別データ』に対応する、一つ又は複数の場所もしく
は地点の実況映像」又はこの実況映像を識別するための実況映像識別データ（この実況映
像識別データは前記映像対象位置座標データそのものであってもよい）を、出力もしくは
ユーザー側に送信するための実況映像等送信等手段と、
を備えたことを特徴とする略リアルタイム映像提供システム。
【請求項２】
　ユーザーの現在地に対応する位置座標データを取得し若しくは受信するための現在地取
得等手段と、
　前記の取得もしくは受信されたユーザーの現在地に対応する位置座標データと、「予め
所定の記録手段に記録されている複数の映像対象位置座標データであって、『複数の場所
もしくは地点の実況映像をそれぞれ取得するための各実況映像取得手段』がそれぞれ実況
映像を取得する対象としている各場所もしくは地点又は前記各実況映像取得手段がそれぞ
れ配置されている各場所もしくは地点に対応する複数の映像対象位置座標データ」とを、
互いに比較もしくは照合し、その結果に基づいて、「前記記録手段に記録されている複数
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の映像対象位置座標データ又はこれらにそれぞれ対応する実況映像識別データ」の中から
、「ユーザーの現在地の近傍に存在する一つ又は複数の場所もしくは地点を示す映像対象
位置座標データ又はこれに対応する実況映像識別データ」を抽出もしくは特定するための
抽出等手段と、
　「前記抽出もしくは特定された『一つ又は複数の場所もしくは地点の映像対象位置座標
データ又はこれに対応する実況映像識別データ』に対応する、一つ又は複数の場所もしく
は地点の実況映像」又はこの実況映像を識別するための実況映像識別データ（この実況映
像識別データは前記映像対象位置座標データそのものであってもよい）を、出力もしくは
ユーザー側に送信するための実況映像等送信等手段と、
を備えたことを特徴とする略リアルタイム映像提供システム。
【請求項３】
　ユーザーの現在地に対応する位置座標データを取得し若しくはサーバー側へ送信するた
めの現在地送信等手段と、
　サーバー側において「『複数の場所もしくは地点の実況映像をそれぞれ取得するための
各実況映像取得手段』により取得された複数の実況映像」から抽出もしくは特定された「
『一つ又は複数の場所もしくは地点の実況映像』又はこの実況映像を識別するための実況
映像識別データ（この実況映像識別データは前記映像対象位置座標データそのものであっ
てもよい）」であって、サーバー側において、「前記記録手段に記録されている複数の映
像対象位置座標データ又はこれらにそれぞれ対応する実況映像識別データ」の中から、前
記ユーザーの現在地に対応する位置座標データと「予め所定の記録手段に記録されている
複数の映像対象位置座標データであって、『複数の場所もしくは地点の実況映像をそれぞ
れ取得するための各実況映像取得手段』がそれぞれ実況映像を取得する対象としている各
場所もしくは地点又は前記各実況映像取得手段がそれぞれ配置されている各場所もしくは
地点に対応する複数の映像対象位置座標データ」とを互いに比較もしくは照合することに
より抽出もしくは特定された、「ユーザーの現在地の近傍に存在する一つ又は複数の場所
もしくは地点を示す映像対象位置座標データ又はこれに対応する実況映像識別データ」に
対応する、「一つ又は複数の場所もしくは地点の実況映像」又はこの実況映像を識別する
ための実況映像識別データ（この実況映像識別データは前記映像対象位置座標データその
ものであってもよい）」を、前記サーバー側から受信するための実況映像等受信手段と、
　前記実況映像等受信手段により受信された情報に基づいて、前記現在地の近傍に存在す
る一つもしくは複数の実況映像を表示するための実況映像表示手段と、
を備えたことを特徴とする略リアルタイム映像提供システム。
【請求項４】
　ユーザーの現在地に対応する位置座標データを取得し若しくはサーバー側へ送信するた
めの現在地送信等手段と、
　サーバー側において「『複数の場所もしくは地点の実況映像をそれぞれ取得するための
各実況映像取得手段』により取得された複数の実況映像」から抽出もしくは特定された「
『一つ又は複数の場所もしくは地点の実況映像』又はこの実況映像を識別するための実況
映像識別データ（この実況映像識別データは前記映像対象位置座標データそのものであっ
てもよい）」であって、サーバー側において、「前記記録手段に記録されている複数の映
像対象位置座標データ又はこれらにそれぞれ対応する実況映像識別データ」の中から、前
記ユーザーの現在地に対応する位置座標データと「予め所定の記録手段に記録されている
複数の映像対象位置座標データであって、『複数の場所もしくは地点の実況映像をそれぞ
れ取得するための各実況映像取得手段』がそれぞれ実況映像を取得する対象としている各
場所もしくは地点又は前記各実況映像取得手段がそれぞれ配置されている各場所もしくは
地点に対応する複数の映像対象位置座標データ」とを互いに比較もしくは照合した結果に
基づいて抽出もしくは特定された、「ユーザーの現在地の近傍に存在する一つ又は複数の
場所もしくは地点を示す映像対象位置座標データ又はこれに対応する実況映像識別データ
」に対応する、「一つ又は複数の場所もしくは地点の実況映像」又はこの実況映像を識別
するための実況映像識別データ（この実況映像識別データは前記映像対象位置座標データ
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そのものであってもよい）」を、前記サーバー側から受信するための実況映像等受信手段
と、
　前記実況映像等受信手段により受信された情報に基づいて、前記現在地の近傍に存在す
る一つもしくは複数の実況映像を表示するための実況映像表示手段と、
を備えたことを特徴とする略リアルタイム映像提供システム。
【請求項５】
　ユーザーの現在地に対応する位置座標データを取得もしくは受信するための現在地取得
等手段と、
　ユーザーの目的地に対応する位置座標データを取得もしくは受信するための目的地取得
等手段と、
　前記現在地に対応する位置座標データと前記目的地に対応する位置座標データとに基づ
いて、『ユーザーの現在地から目的地へ向かう経路情報』を取得もしくは受信するための
経路取得等手段と、
　「前記の取得もしくは受信された『経路情報』の中に含まれている、現在地と目的地と
の間に存在する一つ又は複数の場所もしくは地点の位置座標データ」と、「予め所定の記
録手段に記録されている複数の映像対象位置座標データであって、『複数の場所もしくは
地点の実況映像をそれぞれ取得するための各実況映像取得手段』がそれぞれ実況映像を取
得する対象としている各場所もしくは地点又は前記各実況映像取得手段がそれぞれ配置さ
れている各場所もしくは地点に対応する複数の映像対象位置座標データ」とを、互いに比
較もしくは照合するための座標データ比較等手段と、
　前記比較もしくは照合の結果に基づいて、「前記記録手段に記録されている複数の映像
対象位置座標データ又はこれらにそれぞれ対応する実況映像識別データ」の中から、「前
記経路上に若しくは前記経路に沿って存在する、一つ又は複数の場所もしくは地点の映像
対象位置座標データ又はこれに対応する実況映像識別データ」を抽出もしくは特定するた
めの抽出等手段と、
　「前記抽出もしくは特定された『一つ又は複数の場所もしくは地点の映像対象位置座標
データ又はこれに対応する実況映像識別データ』に対応する、一つ又は複数の場所もしく
は地点の実況映像」又はこの実況映像を識別するための実況映像識別データ（この実況映
像識別データは前記映像対象位置座標データそのものであってもよい）を、出力もしくは
ユーザー側に送信するための実況映像等送信等手段と、
を備えたことを特徴とする略リアルタイム映像提供システム。
【請求項６】
　ユーザーの現在地に対応する位置座標データとユーザーの目的地に対応する位置座標デ
ータとに基づいて、『ユーザーの現在地から目的地へ向かう経路情報』を取得もしくは受
信するための経路取得等手段と、
　「前記の取得もしくは受信された『経路情報』の中に含まれている、現在地と目的地と
の間に存在する一つ又は複数の場所もしくは地点の位置座標データ」と、「予め所定の記
録手段に記録されている複数の映像対象位置座標データであって、『複数の場所もしくは
地点の実況映像をそれぞれ取得するための各実況映像取得手段』がそれぞれ実況映像を取
得する対象としている各場所もしくは地点又は前記各実況映像取得手段がそれぞれ配置さ
れている各場所もしくは地点に対応する複数の映像対象位置座標データ」とを、互いに比
較もしくは照合し、その結果に基づいて、「前記記録手段に記録されている複数の映像対
象位置座標データ又はこれらにそれぞれ対応する実況映像識別データ」の中から、「前記
経路上に若しくは前記経路に沿って存在する、一つ又は複数の場所もしくは地点の映像対
象位置座標データ又はこれに対応する実況映像識別データ」を抽出もしくは特定するため
の抽出等手段と、
　「前記抽出もしくは特定された『一つ又は複数の場所もしくは地点の映像対象位置座標
データ又はこれに対応する実況映像識別データ』に対応する、一つ又は複数の場所もしく
は地点の実況映像」又はこの実況映像を識別するための実況映像識別データ（この実況映
像識別データは前記映像対象位置座標データそのものであってもよい）を、出力もしくは
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ユーザー側に送信するための実況映像等送信等手段と、
を備えたことを特徴とする略リアルタイム映像提供システム。
【請求項７】
　ユーザーの現在地に対応する位置座標データを取得もしくはサーバー側へ送信するため
の現在地送信等手段と、
　ユーザーの目的地に対応する位置座標データを取得もしくはサーバー側へ送信するため
の目的地送信等手段と、
　前記現在地に対応する位置座標データと前記目的地に対応する位置座標データとに基づ
いて、「ユーザーの現在地から目的地へ向かう経路情報」を取得もしくはサーバー側へ送
信するための経路送信等手段と、
　サーバー側において「『複数の場所もしくは地点の実況映像をそれぞれ取得するための
各実況映像取得手段』により取得された複数の実況映像」から抽出もしくは特定された「
『前記経路上に若しくは前記経路に沿って存在する、一つ又は複数の場所もしくは地点の
実況映像』又はこの実況映像を識別するための実況映像識別データ（この実況映像識別デ
ータは前記映像対象位置座標データそのものであってもよい）」であって、サーバー側に
おいて、「前記記録手段に記録されている複数の映像対象位置座標データ又はこれらにそ
れぞれ対応する実況映像識別データ」の中から、「前記経路上に若しくは前記経路に沿っ
て存在する、一つ又は複数の場所もしくは地点の位置座標データ」と「予め所定の記録手
段に記録されている複数の映像対象位置座標データであって、『複数の場所もしくは地点
の実況映像をそれぞれ取得するための各実況映像取得手段』がそれぞれ実況映像を取得す
る対象としている各場所もしくは地点又は前記各実況映像取得手段がそれぞれ配置されて
いる各場所もしくは地点に対応する複数の映像対象位置座標データ」とを互いに比較もし
くは照合することにより抽出もしくは特定された、「前記経路上に若しくは前記経路に沿
って存在する、一つ又は複数の場所もしくは地点の映像対象位置座標データ又はこれに対
応する実況映像識別データ」に対応する、「一つ又は複数の場所もしくは地点の実況映像
」又はこの実況映像を識別するための実況映像識別データ（この実況映像識別データは前
記映像対象位置座標データそのものであってもよい）」を、前記サーバー側から受信する
ための実況映像等受信手段と、
　前記実況映像等受信手段により受信された情報に基づいて、「前記経路上に若しくは前
記経路に沿って存在する、一つ又は複数の場所もしくは地点の実況映像」を表示するため
の実況映像表示手段と、
を備えたことを特徴とする略リアルタイム映像提供システム。
【請求項８】
　前記現在地に対応する位置座標データと前記目的地に対応する位置座標データとに基づ
いて、「ユーザーの現在地から目的地へ向かう経路情報」を取得もしくはサーバー側へ送
信するための経路送信等手段と、
　サーバー側において「『複数の場所もしくは地点の実況映像をそれぞれ取得するための
各実況映像取得手段』により取得された複数の実況映像」から抽出もしくは特定された「
『前記経路上に若しくは前記経路に沿って存在する、一つ又は複数の場所もしくは地点の
実況映像』又はこの実況映像を識別するための実況映像識別データ（この実況映像識別デ
ータは前記映像対象位置座標データそのものであってもよい）」であって、サーバー側に
おいて、「前記記録手段に記録されている複数の映像対象位置座標データ又はこれらにそ
れぞれ対応する実況映像識別データ」の中から、「前記経路上に若しくは前記経路に沿っ
て存在する、一つ又は複数の場所もしくは地点の位置座標データ」と「予め所定の記録手
段に記録されている複数の映像対象位置座標データであって、『複数の場所もしくは地点
の実況映像をそれぞれ取得するための各実況映像取得手段』がそれぞれ実況映像を取得す
る対象としている各場所もしくは地点又は前記各実況映像取得手段がそれぞれ配置されて
いる各場所もしくは地点に対応する複数の映像対象位置座標データ」とを互いに比較もし
くは照合した結果に基づいて抽出もしくは特定された、「前記経路上に若しくは前記経路
に沿って存在する、一つ又は複数の場所もしくは地点の映像対象位置座標データ又はこれ
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に対応する実況映像識別データ」に対応する、「一つ又は複数の場所もしくは地点の実況
映像」又はこの実況映像を識別するための実況映像識別データ（この実況映像識別データ
は前記映像対象位置座標データそのものであってもよい）」を、前記サーバー側から受信
するための実況映像等受信手段と、
　前記実況映像等受信手段により受信された情報に基づいて、「前記経路上に若しくは前
記経路に沿って存在する、一つ又は複数の場所もしくは地点の実況映像」を表示するため
の実況映像表示手段と、
を備えたことを特徴とする略リアルタイム映像提供システム。
【請求項９】
　請求項１から４までのいずれかにおいて、
　前記の「前記現在地の近傍に存在する一つ又は複数の場所もしくは地点の実況映像」又
は前記実況映像を識別するための識別データを抽出もしくは特定する動作は、
　（ａ）「前記現在地に対応する位置座標データ」と「予め所定の記録手段に記録されて
いる複数の映像対象位置座標データ又はこれらにそれぞれ対応する実況映像識別データで
あって、前記各実況映像取得手段がそれぞれ実況映像を取得する対象としている各場所も
しくは地点又は前記各実況映像取得手段がそれぞれ配置されている各場所もしくは地点を
示す映像対象位置座標データ又はこれに対応する実況映像識別データ」とを互いに比較も
しくは照合した結果と、
　（ｂ）ユーザーの希望に適合する施設（劇場、野球場、寺院その他の名所旧跡、レスト
ランその他の店舗など）を検索するための施設検索キー（施設を検索するためのキーとな
り得る情報であって、施設のジャンル、スポーツや観劇や買物や食事などの行動のジャン
ル、地名などの情報）と、
に基づいて、
「前記現在地の近傍に存在する一つ又は複数の施設の実況映像」を抽出もしくは特定する
ものである、ことを特徴とする、略リアルタイム映像提供システム。
【請求項１０】
　請求項５から８までのいずれかにおいて、
　前記の「前記経路上に若しくは前記経路に沿って存在する一つ又は複数の場所もしくは
地点の実況映像」又は前記実況映像を識別するための識別データを抽出もしくは特定する
動作は、
　（ａ）「前記の『経路情報』の中に含まれている、現在地と目的地との間に存在する一
つ又は複数の場所もしくは地点の位置座標データ」と「予め所定の記録手段に記録されて
いる複数の映像対象位置座標データ又はこれらにそれぞれ対応する実況映像識別データで
あって、前記各実況映像取得手段がそれぞれ実況映像を取得する対象としている各場所も
しくは地点又は前記各実況映像取得手段がそれぞれ配置されている各場所もしくは地点を
示す映像対象位置座標データ又はこれに対応する実況映像識別データ」とを互いに比較も
しくは照合した結果と、
　（ｂ）ユーザーの希望に適合する施設（劇場、野球場、寺院その他の名所旧跡、レスト
ランその他の店舗など）を検索するための施設検索キー（施設を検索するためのキーとな
り得る情報であって、施設のジャンル、スポーツや観劇や買物や食事などの行動のジャン
ル、地名などの情報）と、
に基づいて、
「前記経路上もしくは前記経路に沿って存在し且つ前記施設検索キーに適合する一つ又は
複数の施設の実況映像」を抽出もしくは特定するものである、ことを特徴とする、略リア
ルタイム映像提供システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【発明の名称】略リアルタイム実況映像提供システム
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、各場所の実況映像をユーザー側に提供することができる、実況映像提供シス
テムに関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　従来より、各地点の映像をＣＤ－ＲＯＭ又はハードディスクなどの記録媒体に記録して
おき、それを所定のキーワード等の検索データに基づいて検索して表示するシステムが存
在している。ところで、実際の景色などは、季節の移り変わり、その日の天候、道路や建
物の工事状況などにより日々刻々変遷しているものであるが、ユーザーが見ることができ
る前記の記録媒体に記録された映像は、「過去のもの」である（「生のもの」ではない）
。また、仮に前記記録媒体に記録された映像が更新直後のものだとしても、「今現在のこ
の瞬間のリアルタイムの状況」を示すものではない。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
　本発明の第１の目的は、ユーザーが、現在地において、これから向かおうとする目的地
への経路の途中に（経路に沿って）存在しており且つ自分が興味を持っているか若しくは
興味を持ちそうな一つ若しくは複数の場所や施設（劇場、野球場、寺院その他の名所旧跡
、レストランその他の店舗など）の実際の状況や雰囲気（例えば店舗内の来店客の混雑状
況や雰囲気など）を、略リアルタイムに知ることができるシステム、を提供することであ
る。
　本発明の第２の目的は、ユーザーが、現在地において、現在地の近傍に存在する一つ若
しくは複数の場所や施設（劇場、野球場、寺院その他の名所旧跡、レストランその他の店
舗など）の実際の状況や雰囲気（例えば店舗内の来店客の混雑状況や雰囲気など）を、略
リアルタイムに知ることができるシステム、を提供することである。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　本発明は、本願の特許請求の範囲に記載されたとおりのものであり、次のとおりのもの
である。
１　ユーザーの現在地に対応する位置座標データを取得し若しくは受信するための現在地
取得等手段と、前記の取得もしくは受信されたユーザーの現在地に対応する位置座標デー
タと、「予め所定の記録手段に記録されている複数の映像対象位置座標データであって、
『複数の場所もしくは地点の実況映像をそれぞれ取得するための各実況映像取得手段』が
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それぞれ実況映像を取得する対象としている各場所もしくは地点又は前記各実況映像取得
手段がそれぞれ配置されている各場所もしくは地点に対応する複数の映像対象位置座標デ
ータ」とを、互いに比較もしくは照合するための座標データ比較等手段と、前記比較もし
くは照合の結果に基づいて、「前記記録手段に記録されている複数の映像対象位置座標デ
ータ又はこれらにそれぞれ対応する実況映像識別データ」の中から、「ユーザーの現在地
の近傍に存在する一つ又は複数の場所もしくは地点を示す映像対象位置座標データ又はこ
れに対応する実況映像識別データ」を抽出もしくは特定するための抽出等手段と、「前記
抽出もしくは特定された『一つ又は複数の場所もしくは地点の映像対象位置座標データ又
はこれに対応する実況映像識別データ』に対応する、一つ又は複数の場所もしくは地点の
実況映像」又はこの実況映像を識別するための実況映像識別データ（この実況映像識別デ
ータは前記映像対象位置座標データそのものであってもよい）を、出力もしくはユーザー
側に送信するための実況映像等送信等手段と、を備えたことを特徴とする略リアルタイム
映像提供システム。
２　ユーザーの現在地に対応する位置座標データを取得し若しくは受信するための現在地
取得等手段と、前記の取得もしくは受信されたユーザーの現在地に対応する位置座標デー
タと、「予め所定の記録手段に記録されている複数の映像対象位置座標データであって、
『複数の場所もしくは地点の実況映像をそれぞれ取得するための各実況映像取得手段』が
それぞれ実況映像を取得する対象としている各場所もしくは地点又は前記各実況映像取得
手段がそれぞれ配置されている各場所もしくは地点に対応する複数の映像対象位置座標デ
ータ」とを、互いに比較もしくは照合し、その結果に基づいて、「前記記録手段に記録さ
れている複数の映像対象位置座標データ又はこれらにそれぞれ対応する実況映像識別デー
タ」の中から、「ユーザーの現在地の近傍に存在する一つ又は複数の場所もしくは地点を
示す映像対象位置座標データ又はこれに対応する実況映像識別データ」を抽出もしくは特
定するための抽出等手段と、「前記抽出もしくは特定された『一つ又は複数の場所もしく
は地点の映像対象位置座標データ又はこれに対応する実況映像識別データ』に対応する、
一つ又は複数の場所もしくは地点の実況映像」又はこの実況映像を識別するための実況映
像識別データ（この実況映像識別データは前記映像対象位置座標データそのものであって
もよい）を、出力もしくはユーザー側に送信するための実況映像等送信等手段と、を備え
たことを特徴とする略リアルタイム映像提供システム。
３　ユーザーの現在地に対応する位置座標データを取得し若しくはサーバー側へ送信する
ための現在地送信等手段と、サーバー側において「『複数の場所もしくは地点の実況映像
をそれぞれ取得するための各実況映像取得手段』により取得された複数の実況映像」から
抽出もしくは特定された「『一つ又は複数の場所もしくは地点の実況映像』又はこの実況
映像を識別するための実況映像識別データ（この実況映像識別データは前記映像対象位置
座標データそのものであってもよい）」であって、サーバー側において、「前記記録手段
に記録されている複数の映像対象位置座標データ又はこれらにそれぞれ対応する実況映像
識別データ」の中から、前記ユーザーの現在地に対応する位置座標データと「予め所定の
記録手段に記録されている複数の映像対象位置座標データであって、『複数の場所もしく
は地点の実況映像をそれぞれ取得するための各実況映像取得手段』がそれぞれ実況映像を
取得する対象としている各場所もしくは地点又は前記各実況映像取得手段がそれぞれ配置
されている各場所もしくは地点に対応する複数の映像対象位置座標データ」とを互いに比
較もしくは照合することにより抽出もしくは特定された、「ユーザーの現在地の近傍に存
在する一つ又は複数の場所もしくは地点を示す映像対象位置座標データ又はこれに対応す
る実況映像識別データ」に対応する、「一つ又は複数の場所もしくは地点の実況映像」又
はこの実況映像を識別するための実況映像識別データ（この実況映像識別データは前記映
像対象位置座標データそのものであってもよい）」を、前記サーバー側から受信するため
の実況映像等受信手段と、前記実況映像等受信手段により受信された情報に基づいて、前
記現在地の近傍に存在する一つもしくは複数の実況映像を表示するための実況映像表示手
段と、を備えたことを特徴とする略リアルタイム映像提供システム。
４　ユーザーの現在地に対応する位置座標データを取得し若しくはサーバー側へ送信する
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ための現在地送信等手段と、サーバー側において「『複数の場所もしくは地点の実況映像
をそれぞれ取得するための各実況映像取得手段』により取得された複数の実況映像」から
抽出もしくは特定された「『一つ又は複数の場所もしくは地点の実況映像』又はこの実況
映像を識別するための実況映像識別データ（この実況映像識別データは前記映像対象位置
座標データそのものであってもよい）」であって、サーバー側において、「前記記録手段
に記録されている複数の映像対象位置座標データ又はこれらにそれぞれ対応する実況映像
識別データ」の中から、前記ユーザーの現在地に対応する位置座標データと「予め所定の
記録手段に記録されている複数の映像対象位置座標データであって、『複数の場所もしく
は地点の実況映像をそれぞれ取得するための各実況映像取得手段』がそれぞれ実況映像を
取得する対象としている各場所もしくは地点又は前記各実況映像取得手段がそれぞれ配置
されている各場所もしくは地点に対応する複数の映像対象位置座標データ」とを互いに比
較もしくは照合した結果に基づいて抽出もしくは特定された、「ユーザーの現在地の近傍
に存在する一つ又は複数の場所もしくは地点を示す映像対象位置座標データ又はこれに対
応する実況映像識別データ」に対応する、「一つ又は複数の場所もしくは地点の実況映像
」又はこの実況映像を識別するための実況映像識別データ（この実況映像識別データは前
記映像対象位置座標データそのものであってもよい）」を、前記サーバー側から受信する
ための実況映像等受信手段と、前記実況映像等受信手段により受信された情報に基づいて
、前記現在地の近傍に存在する一つもしくは複数の実況映像を表示するための実況映像表
示手段と、を備えたことを特徴とする略リアルタイム映像提供システム。
５　ユーザーの現在地に対応する位置座標データを取得もしくは受信するための現在地取
得等手段と、ユーザーの目的地に対応する位置座標データを取得もしくは受信するための
目的地取得等手段と、前記現在地に対応する位置座標データと前記目的地に対応する位置
座標データとに基づいて、『ユーザーの現在地から目的地へ向かう経路情報』を取得もし
くは受信するための経路取得等手段と、「前記の取得もしくは受信された『経路情報』の
中に含まれている、現在地と目的地との間に存在する一つ又は複数の場所もしくは地点の
位置座標データ」と、「予め所定の記録手段に記録されている複数の映像対象位置座標デ
ータであって、『複数の場所もしくは地点の実況映像をそれぞれ取得するための各実況映
像取得手段』がそれぞれ実況映像を取得する対象としている各場所もしくは地点又は前記
各実況映像取得手段がそれぞれ配置されている各場所もしくは地点に対応する複数の映像
対象位置座標データ」とを、互いに比較もしくは照合するための座標データ比較等手段と
、前記比較もしくは照合の結果に基づいて、「前記記録手段に記録されている複数の映像
対象位置座標データ又はこれらにそれぞれ対応する実況映像識別データ」の中から、「前
記経路上に若しくは前記経路に沿って存在する、一つ又は複数の場所もしくは地点の映像
対象位置座標データ又はこれに対応する実況映像識別データ」を抽出もしくは特定するた
めの抽出等手段と、「前記抽出もしくは特定された『一つ又は複数の場所もしくは地点の
映像対象位置座標データ又はこれに対応する実況映像識別データ』に対応する、一つ又は
複数の場所もしくは地点の実況映像」又はこの実況映像を識別するための実況映像識別デ
ータ（この実況映像識別データは前記映像対象位置座標データそのものであってもよい）
を、出力もしくはユーザー側に送信するための実況映像等送信等手段と、を備えたことを
特徴とする略リアルタイム映像提供システム。
６　ユーザーの現在地に対応する位置座標データとユーザーの目的地に対応する位置座標
データとに基づいて、『ユーザーの現在地から目的地へ向かう経路情報』を取得もしくは
受信するための経路取得等手段と、「前記の取得もしくは受信された『経路情報』の中に
含まれている、現在地と目的地との間に存在する一つ又は複数の場所もしくは地点の位置
座標データ」と、「予め所定の記録手段に記録されている複数の映像対象位置座標データ
であって、『複数の場所もしくは地点の実況映像をそれぞれ取得するための各実況映像取
得手段』がそれぞれ実況映像を取得する対象としている各場所もしくは地点又は前記各実
況映像取得手段がそれぞれ配置されている各場所もしくは地点に対応する複数の映像対象
位置座標データ」とを、互いに比較もしくは照合し、その結果に基づいて、「前記記録手
段に記録されている複数の映像対象位置座標データ又はこれらにそれぞれ対応する実況映
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像識別データ」の中から、「前記経路上に若しくは前記経路に沿って存在する、一つ又は
複数の場所もしくは地点の映像対象位置座標データ又はこれに対応する実況映像識別デー
タ」を抽出もしくは特定するための抽出等手段と、「前記抽出もしくは特定された『一つ
又は複数の場所もしくは地点の映像対象位置座標データ又はこれに対応する実況映像識別
データ』に対応する、一つ又は複数の場所もしくは地点の実況映像」又はこの実況映像を
識別するための実況映像識別データ（この実況映像識別データは前記映像対象位置座標デ
ータそのものであってもよい）を、出力もしくはユーザー側に送信するための実況映像等
送信等手段と、を備えたことを特徴とする略リアルタイム映像提供システム。
７　ユーザーの現在地に対応する位置座標データを取得もしくはサーバー側へ送信するた
めの現在地送信等手段と、ユーザーの目的地に対応する位置座標データを取得もしくはサ
ーバー側へ送信するための目的地送信等手段と、前記現在地に対応する位置座標データと
前記目的地に対応する位置座標データとに基づいて、「ユーザーの現在地から目的地へ向
かう経路情報」を取得もしくはサーバー側へ送信するための経路送信等手段と、サーバー
側において「『複数の場所もしくは地点の実況映像をそれぞれ取得するための各実況映像
取得手段』により取得された複数の実況映像」から抽出もしくは特定された「『前記経路
上に若しくは前記経路に沿って存在する、一つ又は複数の場所もしくは地点の実況映像』
又はこの実況映像を識別するための実況映像識別データ（この実況映像識別データは前記
映像対象位置座標データそのものであってもよい）」であって、サーバー側において、「
前記記録手段に記録されている複数の映像対象位置座標データ又はこれらにそれぞれ対応
する実況映像識別データ」の中から、「前記経路上に若しくは前記経路に沿って存在する
、一つ又は複数の場所もしくは地点の位置座標データ」と「予め所定の記録手段に記録さ
れている複数の映像対象位置座標データであって、『複数の場所もしくは地点の実況映像
をそれぞれ取得するための各実況映像取得手段』がそれぞれ実況映像を取得する対象とし
ている各場所もしくは地点又は前記各実況映像取得手段がそれぞれ配置されている各場所
もしくは地点に対応する複数の映像対象位置座標データ」とを互いに比較もしくは照合す
ることにより抽出もしくは特定された、「前記経路上に若しくは前記経路に沿って存在す
る、一つ又は複数の場所もしくは地点の映像対象位置座標データ又はこれに対応する実況
映像識別データ」に対応する、「一つ又は複数の場所もしくは地点の実況映像」又はこの
実況映像を識別するための実況映像識別データ（この実況映像識別データは前記映像対象
位置座標データそのものであってもよい）」を、前記サーバー側から受信するための実況
映像等受信手段と、前記実況映像等受信手段により受信された情報に基づいて、「前記経
路上に若しくは前記経路に沿って存在する、一つ又は複数の場所もしくは地点の実況映像
」を表示するための実況映像表示手段と、を備えたことを特徴とする略リアルタイム映像
提供システム。
８　前記現在地に対応する位置座標データと前記目的地に対応する位置座標データとに基
づいて、「ユーザーの現在地から目的地へ向かう経路情報」を取得もしくはサーバー側へ
送信するための経路送信等手段と、サーバー側において「『複数の場所もしくは地点の実
況映像をそれぞれ取得するための各実況映像取得手段』により取得された複数の実況映像
」から抽出もしくは特定された「『前記経路上に若しくは前記経路に沿って存在する、一
つ又は複数の場所もしくは地点の実況映像』又はこの実況映像を識別するための実況映像
識別データ（この実況映像識別データは前記映像対象位置座標データそのものであっても
よい）」であって、サーバー側において、「前記記録手段に記録されている複数の映像対
象位置座標データ又はこれらにそれぞれ対応する実況映像識別データ」の中から、「前記
経路上に若しくは前記経路に沿って存在する、一つ又は複数の場所もしくは地点の位置座
標データ」と「予め所定の記録手段に記録されている複数の映像対象位置座標データであ
って、『複数の場所もしくは地点の実況映像をそれぞれ取得するための各実況映像取得手
段』がそれぞれ実況映像を取得する対象としている各場所もしくは地点又は前記各実況映
像取得手段がそれぞれ配置されている各場所もしくは地点に対応する複数の映像対象位置
座標データ」とを互いに比較もしくは照合した結果に基づいて抽出もしくは特定された、
「前記経路上に若しくは前記経路に沿って存在する、一つ又は複数の場所もしくは地点の
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映像対象位置座標データ又はこれに対応する実況映像識別データ」に対応する、「一つ又
は複数の場所もしくは地点の実況映像」又はこの実況映像を識別するための実況映像識別
データ（この実況映像識別データは前記映像対象位置座標データそのものであってもよい
）」を、前記サーバー側から受信するための実況映像等受信手段と、前記実況映像等受信
手段により受信された情報に基づいて、「前記経路上に若しくは前記経路に沿って存在す
る、一つ又は複数の場所もしくは地点の実況映像」を表示するための実況映像表示手段と
、を備えたことを特徴とする略リアルタイム映像提供システム。
９　１から４までのいずれかにおいて、前記の「前記現在地の近傍に存在する一つ又は複
数の場所もしくは地点の実況映像」又は前記実況映像を識別するための識別データを抽出
もしくは特定する動作は、（ａ）「前記現在地に対応する位置座標データ」と「予め所定
の記録手段に記録されている複数の映像対象位置座標データ又はこれらにそれぞれ対応す
る実況映像識別データであって、前記各実況映像取得手段がそれぞれ実況映像を取得する
対象としている各場所もしくは地点又は前記各実況映像取得手段がそれぞれ配置されてい
る各場所もしくは地点を示す映像対象位置座標データ又はこれに対応する実況映像識別デ
ータ」とを互いに比較もしくは照合した結果と、（ｂ）ユーザーの希望に適合する施設（
劇場、野球場、寺院その他の名所旧跡、レストランその他の店舗など）を検索するための
施設検索キー（施設を検索するためのキーとなり得る情報であって、施設のジャンル、ス
ポーツや観劇や買物や食事などの行動のジャンル、地名などの情報）と、に基づいて、「
前記現在地の近傍に存在する一つ又は複数の施設の実況映像」を抽出もしくは特定するも
のである、ことを特徴とする、略リアルタイム映像提供システム。
１０　５から８までのいずれかにおいて、前記の「前記経路上に若しくは前記経路に沿っ
て存在する一つ又は複数の場所もしくは地点の実況映像」又は前記実況映像を識別するた
めの識別データを抽出もしくは特定する動作は、（ａ）「前記の『経路情報』の中に含ま
れている、現在地と目的地との間に存在する一つ又は複数の場所もしくは地点の位置座標
データ」と「予め所定の記録手段に記録されている複数の映像対象位置座標データ又はこ
れらにそれぞれ対応する実況映像識別データであって、前記各実況映像取得手段がそれぞ
れ実況映像を取得する対象としている各場所もしくは地点又は前記各実況映像取得手段が
それぞれ配置されている各場所もしくは地点を示す映像対象位置座標データ又はこれに対
応する実況映像識別データ」とを互いに比較もしくは照合した結果と、（ｂ）ユーザーの
希望に適合する施設（劇場、野球場、寺院その他の名所旧跡、レストランその他の店舗な
ど）を検索するための施設検索キー（施設を検索するためのキーとなり得る情報であって
、施設のジャンル、スポーツや観劇や買物や食事などの行動のジャンル、地名などの情報
）と、に基づいて、「前記経路上もしくは前記経路に沿って存在し且つ前記施設検索キー
に適合する一つ又は複数の施設の実況映像」を抽出もしくは特定するものである、ことを
特徴とする、略リアルタイム映像提供システム。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
第１　本願の特許請求の範囲に記載された発明そのものではない（部分的に重複している
部分もある）が本明細書の中で提案・開示している実況映像を利用した現在位置確認シス
テム（以下「本システム」という）は、次のようなものである（実施例としては、例えば
、段落番号００１７，００１８などの説明を参照）。
 
　本システムは、地図上の複数の地点に対応する実際の地点にそれぞれ設けられ、その地
点の周辺の実況映像をリアルタイムに入力する映像入力手段であって、それぞれがネット
ワークに接続されている映像入力手段と、ユーザーの現在位置を推測する現在位置推測手
段と、この現在位置推測手段により得られた推測現在位置に対応する地図上の地点を求め
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る手段と、この地図上の地点を求める手段により求められた地点に対応する実際の地点に
設けられた前記映像入力手段からの実況映像をネットワークを介して取り込む取り込み手
段と、この取込まれた実況映像を表示する表示手段と、を備えたことを特徴とする実況映
像を利用した現在位置確認システムである。
　また、本システムは、公衆への開示が可能な多数の実況地点の実況映像をそれぞれリア
ルタイムに常時入力するために各実況地点にそれぞれ設けられた映像入力手段と、前記各
実況映像を互いに識別するための『実況映像識別データ（緯度データ及び経度データの座
標データなどから成る）』を記録する実況映像識別データ記録手段と、ユーザーの現在位
置を特定する現在位置特定手段（従来より公知のＧＰＳ受信機など）と、この現在位置特
定手段により特定された『ユーザーの現在位置（緯度データ及び経度データの座標データ
などから成る）』に基づいて、その現在位置に『近い』一つ又は複数の実況地点に対応又
は関連する一つ又は複数の『実況映像識別データ（緯度データ及び経度データの座標デー
タなどから成る）』を選択する実況映像識別データ選択手段と、この選択された実況映像
識別データに基づいて、対応する実況映像をオンラインで取り込む（ネットワークを介し
てアクセスして閲覧する場合と送信させる場合などを含む）映像取り込み手段と、この映
像取り込み手段により取り込まれた実況映像（動画又は静止画）をリアルタイムに表示す
る表示手段と、からなるものである。
　また、本システムでは、前記映像入力手段は、前記各実況地点から複数の方向に向かっ
て見える映像をそれぞれ撮像するものであり、前記各実況映像を互いに識別するための実
況映像識別データは、前記映像入力手段が設けられた各実況地点の位置を示す位置データ
とその映像入力手段が撮影する方向を示す方向データと、から構成されており、前記現在
位置特定手段は、ユーザーの現在位置を特定する手段とユーザーの進行方向を特定する手
段とを含んでおり、前記実況映像識別データ選択手段は、前記現在位置特定手段により特
定さたれユーザーの現在位置を示すデータ（緯度データ及び経度データから成る位置座標
データなど）及び進行方向を示すデータ（東西南北など）に基づいて、ユーザーの現在位
置からユーザーの進行する方向に位置し且つユーザーの現在地点に近い位置にある実況地
点の実況映像であってしかもユーザーの進行方向に近い方向を写す実況映像（動画又は静
止画）を特定するための実況映像地点識別データを選択するものである。
 
第２　本システムでは、ユーザーの推測現在位置をＧＰＳ受信機などの現在位置推測手段
（現在位置特定手段と呼ぶこともある）により求め、この「求められた推測現在位置に対
応する実況地点の実況映像」をオンラインで取り出して表示するようにしている。
　したがって、ユーザーは、例えば、次のような使い方が可能になる。例えば、自分が車
両などに乗って移動しているとき、ＧＰＳ受信機からのデータにより自分の「推測現在位
置」を求めて、その「推測現在位置に対応する地図上の地点」を地図画面上で求めて見る
（このためのシステムは、従来より、自動車用の目的地までのルートの地図探索・運転案
内システムとして実用化されている）。また、同時に、ユーザーは、通信ネットワークを
介して該当する映像入力手段にアクセスし、前記の「推測現在位置に対応する地図上の地
点」に対応する実況映像を、オンラインで取り出して画面上に表示させて見る。これによ
り、ユーザーは、目的地へのルートを記載した地図を見ながら、地図上に表示されている
推測現在位置（ＧＰＳ受信機により計測されるユーザーの推測現在位置が画面の地図上に
矢印などで表示されるシステムは、自動車の運転案内システムとして既に多数市販されて
いる）と実況映像とが一致しているかどうかを確認し、一致していれば、ＧＰＳ受信機の
データから得られた「推測現在位置」が計測誤差なく正しいことを確認できる。また一致
していなければ、ＧＰＳ受信機のデータから得られた「推測現在位置」が間違っているこ
とが分かる。
　すなわち、ユーザーがＧＰＳ受信機からの推測現在位置に基づいて地図データベースか
ら推測現在位置を含む所定領域の地図を読み出して表示し、その表示された地図の上の「
推測現在位置に近い一つ又は複数の実況地点の実況映像」をオンラインで取り出すように
すれば、ＧＰＳ受信機からの「推測現在位置」が正しいかどうかをユーザー自身が確認で
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きる。すなわち、従来より存在しているＧＰＳ受信機を利用して、ＧＰＳ受信機からの「
推測現在位置」（緯度データと経度データの座標データ）に基づいて地図データベースか
ら推測現在位置を含む所定領域の地図を読み出して表示し、その表示された地図上に表示
された「推測現在位置（座標データ）又はそれと近い地点の実況映像」をオンラインで取
り出すようにすれば、ＧＰＳ受信機からの「推測現在位置」が計測誤差などが無く正しい
ものかどうかを、確認することができる。つまり、「表示された実況映像」が「ユーザー
の現在の位置から実際に見えるもの」と一致していれば、ＧＰＳ受信機からの[推測現在
位置]は正しいものと判定できる（従来は、ユーザーは、地図だけでは、ＧＰＳ受信機に
よる現在位置が正しいかどうかを自分で確かめることが困難だった）。
　また、本システムでは、前記映像入力手段は、前記各実況地点から複数の方向に向かっ
て見える映像を撮像するものであり、前記各実況地点を互いに識別するための実況地点識
別データは、前記映像入力手段が設けられた各実況地点の位置を示す位置データとその映
像入力手段が撮影する方向を示す方向データとから構成されており、前記現在位置特定（
推測）手段は、ユーザーの現在位置を特定（推測）する手段とユーザーの進行方向を特定
する手段とを含んでおり、前記実況地点識別データ選択手段は、前記現在位置特定（推測
）手段により特定（推測）さたれユーザーの推測現在位置（緯度データ及び経度データに
よる座標データなど）及びユーザーの進行方向（東西南北など）に基づいて、ユーザーの
「推測現在位置に（最も）近い実況地点」を示し且つユーザーの進行方向に（最も）近い
方向の実況地点識別データを選択するものである。よって、車両などで移動中のユーザー
は、画面に表示された「地図上の自分の推測現在位置（ＧＰＳ受信機からの自分の推測現
在位置が矢印などで表示される）」を見ながら、同時に、前記ＧＰＳ受信機からの「推測
現在位置に対応する地図上の地点を示す実況映像」を見ることができ、「推測現在位置に
対応する地図上の地点を示す実況映像」と「自分の位置から実際に見える風景」とを照ら
し合わせて、ＧＰＳにより計測された「推測現在位置」が本当に正しいかどうかを確認す
ることができる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　また、本願の特許請求の範囲には記載されていないが本明細書の中で開示されている発
明（以下「実況映像提供システム」）としては、次のものが存在する。
(1)実況映像提供システムは、公衆への開示が可能な多数の実況地点の実況映像をそれぞ
れリアルタイムに常時入力するために各実況地点に設けられた映像入力手段と、前記各実
況地点の実況映像を互いに識別するための実況映像識別データを、地図データベースの地
図上の各地点とそれぞれ関連・対応付けながら、記録する実況映像識別データベース手段
と、前記地図データベースの地図上で指定された地点に基づいて、前記実況映像識別デー
タベース手段から、対応する一つ又は複数の実況映像識別データを検索する検索手段と、
この検索手段により検索された実況映像識別データに基づいて、対応する実況映像をリア
ルタイムに無線又は有線で取り込む（ネットワークで送信させること又はインターネット
用ブラウジング・ソフトウェアでアクセスして閲覧することなどの方法により取り込む）
映像取り込み手段と、この映像取り込み手段により取り込まれた実況映像（動画又は静止
画）を出力する表示手段と、からなるものである。
(2)また、実況映像提供システムは、公衆への開示が可能な多数の実況地点の実況映像を
それぞれリアルタイムに常時入力するために各実況地点に設けられた映像入力手段と、地
図とその地図上の各地点を特定するための座標データとを記録する地図データベースと、
前記地図データベースの中の座標データと、前記各実況映像を互いに識別するための実況
映像識別データとを、互いに関連又は対応付けながら、記録する実況映像識別データベー
ス手段と、ある実況映像を表示している場合に、その実況映像を互いに識別する実況映像
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識別データをキーとして、前記実況映像識別データベースから、その実況映像の実況地点
に対応又は関連する一つ又は複数の地図上の地点を検索する検索手段と、この検索手段に
より検索された地図上の地点を含む所定領域の地図を示す地図データを抽出する地図デー
タ抽出手段と、この地図データ抽出手段により抽出された地図データにより地図を出力す
る表示手段と、からなるものである。
(3)また、実況映像提供システムは、公衆への開示が可能な多数の実況地点の実況映像を
それぞれリアルタイムに常時入力するために各実況地点に設けられた映像入力手段と、前
記各実況映像を互いに識別するための実況映像識別データを、文字列・記号列・図形又は
映像などから成るキーと関連付けながら、記録する実況映像識別データベース手段と、前
記の文字列・記号列・図形又は映像などから成るキーを入力するキー入力手段と、このキ
ー入力手段から入力されたキーに基づいて、前記実況映像識別データベース手段から、関
連する一つ又は複数の実況映像識別データを検索する検索手段と、この検索手段により検
索された実況映像識別データに基づいて、対応する実況映像を取り込む（ネットワークよ
り送信させるとインターネット用ブラウザーにより閲覧する場合などを含む）映像取り込
み手段と、この映像取り込み手段により取り込まれた実況映像（動画又は静止画）を出力
する表示手段と、からなるものである。
(4)なお、実況映像提供システムにおいて、前記映像入力手段は一つの実況地点から複数
の方向の映像を撮像するものであり（例えば、一つのビデオカメラを旋回してある複数の
方向に来たときに撮像する場合や、複数のビデオカメラを複数の方向にそれぞれ備え付け
て同時に撮像する場合など）、前記各実況映像を特定するための実況映像識別データは、
前記映像入力手段が設けられた各実況地点の位置を示す位置データとその映像入力手段が
撮影する方向を示す方向データとから構成されていることが望ましい。
(5)また、実況映像提供システムでは、前記表示手段に表示された実況映像（動画又は静
止画）の中のユーザーが指定した部分に対して他の部分と区別するためのマーキングをす
るためのマーキング手段を備えるのがよい。
(6)また、実況映像提供システムにおいて、前記映像入力手段は、その地点において発生
している音声をリアルタイムに入力する手段をも備えているのがよい。
(7)また実況映像提供システムでは、さらに、前記映像入力手段の近傍に備えられ、匂い
センサと、この匂いセンサからの信号を匂いデジタルデータに変換する手段とから構成さ
れ、前映像入力手段の設置された地点又はその周辺の匂いを入力するための匂い入力手段
と、この匂い入力手段からの匂いデータを、その匂いに近似した匂いを発生させるための
芳香剤調合データに変換する変換手段と、前記表示手段の近傍に備えられ、前記芳香剤調
合データから芳香剤を調合して所望の匂いを発生させる匂い発生手段と、を含むのがよい
。なお、前記の「その匂いに近似した匂いを発生させるための芳香剤調合データに変換す
る変換手段」は、前記匂い入力手段と直接に接続され、この変換手段がコンピュータ通信
ネットワークを介して前記匂い発生手段に接続されていてもよいし、あるいは、前記入力
入力手段とコンピュータ通信ネットワークを介して接続され、この変換手段が直接に前記
匂い発生手段に接続されていてもよい。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本願の第１の発明によれば、ユーザーは、現在地において、これから向かおうとする目
的地への経路の途中に（経路に沿って）存在しており且つ自分が興味を持っているか若し
くは興味を持ちそうな一つ若しくは複数の場所や施設（劇場、野球場、寺院その他の名所
旧跡、レストランその他の店舗など）の実際の状況や雰囲気（例えば店舗内の来店客の混
雑状況や雰囲気など）を、略リアルタイムに知ることができる、という効果が得られる。
　本願の第２の発明によれば、ユーザーは、現在地において、現在地の近傍に存在する一
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つ若しくは複数の場所や施設（劇場、野球場、寺院その他の名所旧跡、レストランその他
の店舗など）の実際の状況や雰囲気（例えば店舗内の来店客の混雑状況や雰囲気など）を
、略リアルタイムに知ることができる、という効果が得られる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　この実施例１では、前記ＣＤ－ＲＯＭ４には、地図データとこの地図上の各地点を特定
するためのアドレスデータとを関連させて記録する地図データベースと、このアドレスデ
ータと、前記各実況地点（前記ビデオカメラ１２及びマイク１３が設置された各場所）の
実況映像を識別するための映像識別データとを、互いに関連付け・対応付けて記録する実
況映像データベースと、これらの前記地図データベースを再生する再生プログラムと、前
記実況映像データベースを検索する検索プログラムと、この検索された実況映像識別デー
タからそれに対応する実況映像を取り込んで表示するためのプログラムとが、記録されて
いる。
　今、例えば大阪に住んでいるユーザーが、「自分の故郷の神奈川県の夏の湘南海岸の海
岸線に沈む夕陽の景色を見たい」と考えたとする。その場合、例えば、ユーザーが地図デ
ータベースを再生させて湘南海岸を含む所定領域の地図を画面表示させ、その画面上で前
記の湘南海岸の地点をマウス６ａでクリックしたとする。すると、制御装置２は、この入
力に基づいて、前記地点データベースから、この地図上の地点に対応するアドレスデータ
を検索する。そして、この検索されたアドレスデータに基づいて、前記実況映像データベ
ースから、対応する実況地点の実況映像を示す実況映像識別データを検索する。そして、
この検索された実況映像識別データに基づいて、中継サービス用コンピュータ１１にアク
セスして、前記の実況映像識別データに対応する実況地点に設置されたビデオカメラ及び
マイク（且つ、前記実況映像識別データが撮像方向をも特定したものであるときは、その
撮像方向と対応する方向に設置されたビデオカメラ及びマイク）からの映像データ及び音
声データをオンラインで取り込んで、ディスプレイ７及びスピーカ８によりリアルタイム
に出力する。このとき出力される映像及び音声は、現時点のリアルタイムの映像及び音声
なので、ユーザーはあたかもその現場に実際にいるような感覚・感動を得ることができる
。
　すなわち、従来からも、例えば湘南海岸などの海岸の映像を記録し、それらをキーワー
ドなどで検索して出力できるＣＤ－ＲＯＭなどは存在している。そして、これらのＣＤ－
ＲＯＭに記録された映像は、プロのカメラマンが絶好の日和・時刻（例えば夕陽のきれい
な時刻）の絶好の角度から美しく撮影したものである。これに対して、この実施例で提供
される映像は、雨天のときも曇りのときもあるし、時刻も絶好の景色が見られる時刻では
ないかもしれない。しかし、ユーザーにとっては、「今この時点・この瞬間の映像（二度
とない映像）である」ということが、ひとつの「臨場感」「感動」を生むことになる。つ
まり、「今、湘南海岸に沈む夕陽を見たい」とユーザーが思った場合、過去の記録に過ぎ
ない記録された「湘南海岸の夕陽」の映像ではなく、「今この瞬間の湘南海岸の夕陽」の
映像を見られなければ、ユーザーにとっては大きな感動は得られない。この実施例はこの
ようなユーザーの希望に答えることができるものなのである。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　なお、ここで、以上の図１について説明した実施例の構成を図２を参照してもう一度説
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明する。この図２は、実施例の構成を機能的・概念的に示したものである。図２において
、符号３２は、コンピュータネットワーク（コンピュータ通信網）３０に接続され、各地
の実況映像と音声をリアルタイムに入力するためのビデオカメラ及びマイクから成る実況
映像入力部である。また、符号２４は、前記地図データベース２６とその再生プログラム
とその検索プログラム、前記実況映像データベース２５とその検索プログラム、及び前記
実況映像識別データから通信ネットワークを介して該当する実況映像を取り込むためのプ
ログラムなどが記録されたＣＤ－ＲＯＭである。
　また図２において、２１は前記ＣＤ－ＲＯＭ２４に記録された前記地図データベース２
６を再生するための地図データベース再生部、２２はこの地図データベース再生部２１か
らの信号を受けて表示部２７及びスピーカ２８を制御して所定の画像及び音声を出力する
制御部である。また２３は、前記制御部２２からの信号を受けて、前記地図データベース
が再生された画面上でユーザーが指定（マウスでクリック）した地点のアドレスデータに
基づいて、前記実況映像データベース２５から、対応する実況映像の識別データを検索す
る検索部である。制御部２２は、この検索部２３からの実況映像の識別データに基づいて
、映像取り込み部（例えばインターネットのホームページ閲覧用ソフトウェアであるブラ
ウザーを記録し実行する装置）２６を制御して、コンピュータネットワーク用通信回線３
０を介して映像入力部３２にアクセスし、そこから、オンラインで、リアルタイムの実況
映像及び音声を取り込む。制御部２２は、このオンラインで取り込まれた実況映像と音声
を、前記地図データベース２６からの再生画像（地図画像）と関連させながら、前記表示
部２７及びスピーカ２８によりリアルタイムに出力させる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　したがって、ユーザーは、この図４の地図を見ながら、自分がこれから行きたいと思う
場所が例えば図４の１４２８で示す交差点の領域だとして、「今、この交差点の状況はど
うなっているか（混雑しているのかどうか、どういう人達がどういう服装で通行している
のか、など）知りたい、そのために実況映像を見たい」と思えば、図４で示す地図上のア
～エの地点のいずれかをマウスなどのポインティングデバイスでクリックすればよい。す
ると、前記制御装置２により、その地図上のアドレスデータに対応する実況映像識別デー
タが検索され（前記実況映像データベースから）、この検索された実況映像識別データに
基づいて、該当する実況映像がコンピュータ・ネットワークを介して取り込まれて、ディ
スプレイ７の上半分７ａに表示される。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　またユーザーは、これから自分が行きたいと思う場所と今自分が居る場所との間の交通
経路を地図上で求めて（これは従来から公知の技術で既に実現されている）、その経路上
にある地点の実況映像を順番に表示していく（一つの実況映像の表示時間を例えば５秒と
して、５秒毎に次の実況映像を順番に表示していく）こともできる。
　またユーザーは、自分が自動車を運転しているとき、ＧＰＳ受信機で受信した測位情報
や各種のセンサにより得た測位情報から現在の位置を地図上で求め（これは従来より公知
の技術で既に実現されている）、その地図上で求めた自分の現在位置に対応する地点から
、前記実況映像の識別データを求めて、その識別データに基づいてネットワーク上のサー
バー（例えば図１の中継サービス用コンピュータ１１）を通して対応する実況映像を取り
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込んで表示する、こともできる。これにより、ユーザーは、地図上の現在位置（ＧＰＳ受
信機やセンサからの情報に基づいて推測した現在位置）と実際の現在位置とが本当に一致
しているのかどうかを目視により確認することができる。つまり、上記のようにして求め
られた実況映像識別データに基づいてディスプレイ７に表示された実況映像と自分が自動
車の内部から外部を見て得られる実際の景色とが一致していれば、前記のＧＰＳにより推
測した現在位置は計測誤差がなく正しいということになるが、一致していなければ前記の
推測した現在位置は正しくないということになる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　この実施例２では、前記ＣＤ－ＲＯＭ４には、前記各地点（前記ビデオカメラ１２及び
マイク１３が設置された各場所）の実況映像を識別するための映像識別データと多数のキ
ーワードとを互いに関連付けた実況映像データベースと、これらのキーワードから前記映
像識別データを検索するプログラムとが、記録されている。この実況映像データベースに
記録されているキーワードには、地名、場所のジャンル（海岸、町角、港町、山、交差点
、建物、レストラン、劇場、映画館、スポーツ施設、野球場、温泉、寺院など）、行動の
ジャンル（スポーツ、演劇、映画、食事、散歩など）、などの様々なものが含まれている
。
　今、例えば大阪に住んでいるユーザーが、「自分の故郷の神奈川県の夏の湘南海岸の海
岸線に沈む夕陽の景色を見たい」と考えたとする。その場合、例えば、ユーザーが前記キ
ーボード６により「神奈川県、夏、湘南海岸、海岸線、夕陽」などのキーワードを入力す
ると、制御装置２は、これらの入力されたキーワードに基づいて、ＣＤ－ＲＯＭ４に記録
された実況映像識別データの中から対応するものを検索する。そして、この検索された実
況映像識別データに基づいて、中継サービス用コンピュータ１１にアクセスして、その識
別データに対応する地点に設置されたビデオカメラ及びマイクからの映像データ及び音声
データをリアルタイムに取り込んで、ディスプレイ７及びスピーカ８から出力することが
できる。このとき出力される映像及び音声は、現時点のリアルタイムの映像及び音声なの
で、ユーザーはあたかもその現場に実際にいるような感動を得ることができる。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　また図５において、２５は、インターネットなどのコンピュータ通信用公衆回線網２０
に接続された実況映像入力装置で、各実況地点それぞれ設けられ、各実況地点における複
数方向の実況映像（各実況地点から複数方向に向かって見える実況映像）をそれぞれリア
ルタイムに常時入力する複数のデジタル・ビデオカメラと、これらのデジタル・ビデオカ
メラからのデジタル映像データを、インターネットなどのコンピュータ通信網を介してア
クセスして来た複数のユーザーに対してオンラインで提供するための実況映像提供用コン
ピュータと、から構成されている。
　この実況映像提供用コンピュータは、各地点の実況映像を、座標データ（緯度データ及
び経度データ）、地名、施設名、施設の識別データ（施設の電話番号など）などの位置識
別データ及び東西南北などの方向データと関連付けながら、データベースとして記録して
いる。この実況映像提供用コンピュータは、前記通信網２０により前記制御部３とオンラ
インで接続されている。なお、この通信網２０は、有線通信網だけでなく、携帯電話網、
ＰＨＳ（パーソナル・ハンディホン・システム）網、自動車電話網及び人工衛星通信網な
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どの無線通信網をも含むものであることが望ましい。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　制御部２３は、ユーザーのキーボード２６又はマウス２７などの入力装置による指示に
より、前記地図用サーバー２４にアクセスして、そこから、ユーザーが希望する地点（前
記入力装置で指定した地点）を含む所定領域の地図のデータをオンラインで取り出して、
ＬＣＤ２１に表示させる。
　また、前記制御部２３は、ユーザーがこの表示された地図の任意の地点をマウス２７で
指示し、その地点を含む所定領域の実況映像の表示を指令したとき、前記各実況地点の前
記実況映像提供用コンピュータを含む映像入力装置２５にアクセスして、該当する所定領
域の実況映像のデータをオンラインで取り出して、その実況映像をＬＣＤ２１にリアルタ
イムに表示させる。
　また、制御部２３は、ユーザーが、例えば、表示を希望する地点に関する地名、施設名
、施設の識別データなどを入力して、該当する実況地点の実況映像又はその実況地点を含
む地図の表示を希望したとき、前記映像入力装置２５又は地図用サーバー２４にアクセス
して、該当する実況映像又は地図をオンラインで取り出して、それらをＬＣＤ２１に表示
させる。
　また、制御部２３は、ユーザーが自分が現在居る現在地点から進行方向に向かう方向で
且つ最も近くの場所にある実況地点の実況映像であって、その進行方向に向かって見える
実況映像を表示せよと指令したときは、前記ＧＰＳ受信機２２及び進行方向入力部２６か
らユーザーの現在位置及び進行方向を座標データ（緯度データ及び経度データ）及び方向
データとして受け取り、その座標データ及び方向データに基づいて、該当する前記各実況
地点の映像入力装置２５にアクセスして、オンラインで該当の実況映像の提供を受けて、
ＬＣＤ２１に表示させる。なお、この場合の、前記制御部２３が前記映像入力装置２５か
ら該当する実況映像の提供を受ける方法としては、従来のインターネット用のブラウジン
グ・ソフトウェア（閲覧ソフトウェア）などによりこの各地の映像入力装置２５にそれぞ
れ直接アクセスして取り込む方法と、前記映像入力装置２５に対して該当する実況映像デ
ータを電子メールに添付したファイルとして送信してもらうように依頼してその送信によ
り受け取る方法など、様々な方法が有り得る。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　なお、ここで、本明細書で開示した諸発明の中で、本願の特許請求の範囲に記載してい
ない発明について、その効果を説明しておく。
(1) 本明細書で開示した発明による実況映像提供システムによれば、ユーザーは、地図を
見ながら、例えば希望の地点をポインティングデバイスで指定する（例えばマウスでクリ
ックする）だけで、その地点の今の現時点の状況を実況映像で見ることができる。また、
ユーザーは、いちいちポインティングデバイスで指定しなくても、予めコンピュータプロ
グラムで実況映像を希望する複数の地点の地点識別データを順次入力するようにしておけ
ば、コンピュータにより次々と希望する地点に対応する実況映像を表示させることができ
る。よって、ここでも、ユーザーは地図を見ながら、実際には行っていないのに実際に行
っているのと同じ感動を得られる「バーチァル・トラベル（仮想旅行）」を実現できるよ
うになる。
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　また、例えば、全世界の地図から全世界の各地の実況映像をみながら、全世界のユーザ
ーが一つの宝を探していくというような、コンピュータ通信ネットワークの世界の中での
「宝探し」ゲームを世界中で同時に競うことも可能になる。
(2)また、本明細書で開示した発明による実況映像提供システムによれば、ユーザーは、
ある地点の実況映像を見ながら、その実況映像の識別データから、対応する地図上の地点
を表示させることができるので、ある実況映像を見て、その実況映像が見える場所が地図
上のどこなのか（どういう地名・施設名なのかなど）を、容易に知ることができるように
なる。
(3)また、本明細書で開示した発明による実況映像提供システムによれば、ユーザーは、
自分の希望する文字列等により構成される検索データを入力することにより、その検索デ
ータに対応する一つ又は複数の地点の実況映像を、その場でリアルタイムに見ることが可
能になる。特に、遠隔の複数の地点における今この瞬間の実況を映像でリアルタイムに順
次見ることができる「バーチャル・トラベル（仮想旅行）」を提供できるようになる。
(4)なお、本明細書で開示した発明において、前記各実況映像を特定するための実況映像
識別データを、前記映像入力手段が設けられた各地点を示す位置データとその映像入力手
段が撮影した方向を示す方向データとから構成するようにすれば、同じ地点でも、見る方
向によって異なる実況映像を提供できるようになり、「生の現場」をより詳細にリアルタ
イムに再現できる実況映像を提供できるようになる。
(5)また、本明細書で開示した発明では、前記表示手段に表示された実況映像の中のユー
ザーが指定した部分に対して他の部分と区別するためのマーキングをするためのマーキン
グ手段を備えることにより、実況映像（動画でも静止画でもよい）の中のある部分（例え
ば、特定の建造物、橋、道路、河川、公園など）のみをマーキングできるので、実況映像
を自分の目的に応じて見やすい形に加工できるようになる。
(6)また、本明細書で開示した発明において、前記映像入力手段に、その地点において発
生している音声をリアルタイムに入力する手段をも含ませ、これらの入力された音声をそ
れぞれリアルタイムに無線又は有線で取り込む（インターネット用ブラウザーによる閲覧
する場合や通信ネットワークにより送信させる場合などを含む）ことにより、ユーザーは
、実況映像（現場の生の映像。動画又は静止画）だけでなく、「現場の生の音声」をも併
せて知ることが可能になる。
(7)また本発明では、さらに、前記映像入力手段の近傍に備えられ、匂いセンサと、この
匂いセンサからの信号を匂いデジタルデータに変換する手段とから構成され、前映像入力
手段の設置された地点又はその周辺の匂いを入力するための匂い入力手段と、この匂い入
力手段からの匂いデータを、その匂いに近似した匂いを発生させるための芳香剤調合デー
タに変換する手段と、前記表示手段の近傍に備えられ、前記芳香剤調合データから芳香剤
を調合して所望の匂いを発生させる匂い発生手段と、を含むようにすることにより、ユー
ザーは、前記の実況映像と実際の音声だけでなく、現場の実際の匂いをも、リアルタイム
に遠隔地において感得することができるようになる。
(8)（当初明細書の段落０００７の内容を２００９／６／１付け補正によりこちらに移動
したもの）
　本明細書で開示した発明では、ユーザーの推測現在位置をＧＰＳ受信機などの現在位置
推測手段（現在位置特定手段と呼ぶこともある）により求め、この「求められた推測現在
位置に対応する実況地点の実況映像」をオンラインで取り出して表示するようにしている
。
　したがって、ユーザーは、例えば、次のような使い方が可能になる。例えば、自分が車
両などに乗って移動しているとき、ＧＰＳ受信機からのデータにより自分の「推測現在位
置」を求めて、その「推測現在位置に対応する地図上の地点」を地図画面上で求めて見る
（このためのシステムは、従来より、自動車用の目的地までのルートの地図探索・運転案
内システムとして実用化されている）。また、同時に、ユーザーは、通信ネットワークを
介して該当する映像入力手段にアクセスし、前記の「推測現在位置に対応する地図上の地
点」に対応する実況映像を、オンラインで取り出して画面上に表示させて見る。これによ



(19) JP 2008-148320 A5 2009.7.9

り、ユーザーは、目的地へのルートを記載した地図を見ながら、地図上に表示されている
推測現在位置（ＧＰＳ受信機により計測されるユーザーの推測現在位置が画面の地図上に
矢印などで表示されるシステムは、自動車の運転案内システムとして既に多数市販されて
いる）と実況映像とが一致しているかどうかを確認し、一致していれば、ＧＰＳ受信機の
データから得られた「推測現在位置」が計測誤差なく正しいことを確認できる。また一致
していなければ、ＧＰＳ受信機のデータから得られた「推測現在位置」が間違っているこ
とが分かる。
　すなわち、ユーザーがＧＰＳ受信機からの推測現在位置に基づいて地図データベースか
ら推測現在位置を含む所定領域の地図を読み出して表示し、その表示された地図の上の「
推測現在位置に近い一つ又は複数の実況地点の実況映像」をオンラインで取り出すように
すれば、ＧＰＳ受信機からの「推測現在位置」が正しいかどうかをユーザー自身が確認で
きる。すなわち、従来より存在しているＧＰＳ受信機を利用して、ＧＰＳ受信機からの「
推測現在位置」（緯度データと経度データの座標データ）に基づいて地図データベースか
ら推測現在位置を含む所定領域の地図を読み出して表示し、その表示された地図上に表示
された「推測現在位置（座標データ）又はそれと近い地点の実況映像」をオンラインで取
り出すようにすれば、ＧＰＳ受信機からの「推測現在位置」が計測誤差などが無く正しい
ものかどうかを、確認することができる。つまり、「表示された実況映像」が「ユーザー
の現在の位置から実際に見えるもの」と一致していれば、ＧＰＳ受信機からの[推測現在
位置]は正しいものと判定できる（従来は、ユーザーは、地図だけでは、ＧＰＳ受信機に
よる現在位置が正しいかどうかを自分で確かめることが困難だった）。
　また、本明細書で開示した発明では、前記映像入力手段は、前記各実況地点から複数の
方向に向かって見える映像を撮像するものであり、前記各実況地点を互いに識別するため
の実況地点識別データは、前記映像入力手段が設けられた各実況地点の位置を示す位置デ
ータとその映像入力手段が撮影する方向を示す方向データとから構成されており、前記現
在位置特定（推測）手段は、ユーザーの現在位置を特定（推測）する手段とユーザーの進
行方向を特定する手段とを含んでおり、前記実況地点識別データ選択手段は、前記現在位
置特定（推測）手段により特定（推測）されたユーザーの推測現在位置（緯度データ及び
経度データによる座標データなど）及びユーザーの進行方向（東西南北など）に基づいて
、ユーザーの「推測現在位置に（最も）近い実況地点」を示し且つユーザーの進行方向に
（最も）近い方向の実況地点識別データを選択するものである。よって、車両などで移動
中のユーザーは、画面に表示された「地図上の自分の推測現在位置（ＧＰＳ受信機からの
自分の推測現在位置が矢印などで表示される）」を見ながら、同時に、前記ＧＰＳ受信機
からの「推測現在位置に対応する地図上の地点を示す実況映像」を見ることができ、「推
測現在位置に対応する地図上の地点を示す実況映像」と「自分の位置から実際に見える風
景」とを照らし合わせて、ＧＰＳにより計測された「推測現在位置」が本当に正しいかど
うかを確認することができる。
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